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■会議概要 

LABMEETING 2017 

 

開催日時： 2017 年 8 月 23 日(水) 14:00～17:10 

開催場所： Sheraton Bogotá Hotel 内会議室（コロンビア・ボゴタ） 

出席者（敬称略）：役員会出席者に加えて、ASOCOLAB 会員、IAAC 会員 

 

役員会 

 

開催日時： 2017 年 8 月 24 日(木) 10:00～13:00 

開催場所： Sheraton Bogotá Hotel 内会議室（コロンビア・ボゴタ） 

出席者（敬称略）： 

会 長 ルーク･ショルティス VRS (オランダ) 

前 会 長 マナヘン･フェルナンデス･アロンソ (スペイン) 

副 会 長 アルバロ・シルバ・リベイロ RELACRE (ポルトガル) 

財務担当 松村 徹 JEMCA (日本) 

事務局長 マリアンヌ・アデコ IPAN (ナイジェリア) 

非協会会員代表 アルフレド・モンテス・ニノ Micriobioticos AnaIises 

Laboratoriais 社 (ﾌﾞﾗｼﾞﾙ) 

 J・ホラシオ・デナリ CALIBA (アルゼンチン) 

 ガブリエル・フォンセカ・ロドリゲス ASOCOLAB (コロンビア) 

総会 

 

開催日時： 2017 年 8 月 24 日(木)14:00～17:00 

開催場所： Sheraton Bogotá Hotel 内会議室（コロンビア・ボゴタ） 

出席者（敬称略）：役員会出席者に加えて、ASOCOLAB 会員 

 

 IAAC 総会【同時開催】 

 

開催日時： 2017 年 8 月 25 日(金)09 :00～18:00 

開催場所： Bogotá Marriott Hotel 内会議室（コロンビア・ボゴタ） 

※資料のみ 
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■アジェンダ 

LABMEETING アジェンダ  資料 A・B 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

挨拶 

ルーク･ショルティス博士 ー UILI 会長 

ランディ・ドアティ氏 ー IAAC 会長、ANAB（USA）資料 C 

 

■第１部「2017Labmeeting 世界の分析業界に公平性を」 

進行:マナヘン･フェルナンデス･アロンソ博士ーUILI 前会長、AELI 元会長（ス

ペイン） 

 

演者 1：アルバロ・シルバ・リベイロ博士 – UILI 副会長、RELACRE 会長、

EUROLAB 会長（ポルトガル） 

「協力の力」 

 

演者 2：ガブリエル・フォンセカ博士 ― ASOCOLAB 会長（コロンビア） 

「コロンビアに試験所協会を設立して」             資料 D 

 

演者 3：マリアンヌ・アデコ氏 ― UILI 事務局長、IPAN (ナイジェリア) 資料 E 

「アフリカの試験所協会による業界への貢献」 

 
 

■第２部「認定・認証機関が分析業界で公平性を築く方法」  

進行:マナヘン･フェルナンデス･アロンソ博士 ― UILI 前会長、AELI 元会長（ス

ペイン） 

 

演者 1：松村徹博士 ― UILI 財務担当、JEMCA 会長（日本）資料 F 

「アジア試験所業界の発展 - 中国の試験所ビジネスと認定制度」 

 

演者 2≪中止≫：ヤン・ソレス氏 ― UILI 非協会会員代表、GEOS N.V.社 CEO

（ベルギー） 

「ヨーロッパ試験所業界における貿易の障壁とガイドラインや文書解釈による

影響」 

 

演者 3：アルフレド・モンテス・ニノ博士 ― UILI 非協会会員代表、

Micriobióticos Paraguay-Uruguay-Brasil 取締役（ブラジル）資料 G 

「アメリカ大陸間の協力で公平性を築く」 

 

ディスカッション 
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役員会 アジェンダ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 歓迎 

2. 出席者の確認と欠席の連絡 

3. アジェンダの承認 資料 H 

4. 2017 年 4 月 11 日ﾃﾚﾋﾞ会議にて開催された 2017 年第 1 回 UILI 役員会およ

び幹部会議事録の承認 資料 I・J 

5. 議事録に係る懸案事項（アジェンダ外） 

6. 会員協会･非協会会員代表からの活動報告(総会にて発表) 

7. 会長からの報告  

7.1. Eurolab 戦略的合意契約 ﾎﾞﾛｰﾆｬ総会 

 7.1.1. UILI-EUROLAB WG 報告 

7.2. ILAC-LC バンクーバー会議 報告 

7.3. 6 月 30 日ウィーン開催 UNIDO 会議 

7.4. UILI 加入国際団体活動 

8. ILP 委員会より 2016-2017 年 ILP 報告 

9. 規格化 WG 

9.1. ISO 17025 に係る ISO/CASCO 報告 

9.2. ISO/REMCO ベルリン会議 資料 K 

10. 財務報告 

 10.1 ABN AMRO 銀行への UILI 口座移転 

 10.2 2017 年 7 月 31 日現在財務諸表 

 10.3 未払い会費 

 10.4 2017 年予算とローリングフォーキャスト 

 10.5 2018･2019 年予算案 

11. 第 27 回総会における役員改選に向けた候補者の選出 

11.1. 会長、副会長、名誉財務担当、事務局長 

12. 会員勧誘活動 

13. UILI 拡大･促進のための活動報告 

 13.1 AOIL:インド試験所協会 

 13.2 その他協会 

 13.3 加入希望事業所の検討評価 

  13.3.1 Hamed Beik Absarkavir Lab 

14. 今後の会議予定 

 14.1 2018 年第 1 回-2018 年 4 月 20 日(金) 

 14.2 2018 年第 2 回-2018 年 11 月 2 日(金) 

15. その他(会長承認) 

16. 閉会 
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総会 アジェンダ

1. 歓迎 

2. 出席者の確認と欠席のお詫び 

3. アジェンダの承認 資料 L 

4. 2015 年ブエノスアイレスにて開催された第 26 回総会議事録の承認 

資料 M 

5. 前回総会からの懸案事項（アジェンダ外） 

6. 第 14 代 UILI 会長ルーク・ショルティス博士からの報告 

7. 名誉財務担当松村徹博士からの報告 

 7.1 2016 年 12 月 31 日実績報告と、2017 年 12 月 31 日現在実績予測 

 7.2 2018・2019 年予算 

8. 第 27 回 UILI 総会における役員改選 

 8.1.1 会長 

 8.1.2 副会長 

 8.1.3 名誉財務担当 

 8.1.4 事務局長 

9. 非協会会員代表の選出 

10. 事務局長マリアンヌ･アデコ氏、副会長アルバロ･シルバ･リベイロ博士、

非協会会員代表アルフレド･モンテス･ニノ博士より、加入団体活動報告 
 10.1. ISO/CASCO 
 10.2. ISO/REMCO 
 10.3. EUROLAB 
  10.4. ILAC 
 10.5. UNIDO 

11. 松村徹委員長より ILP 委員会活動報告 

12. 会員協会からの活動報告 

 12.1. JEMCA(日本環境測定分析協会)-日本-松村徹博士 資料 N 

 12.2. AELI(スペイン独立試験所協会)-スペイン- 

マナヘン・フェルナンデス・アロンソ博士       資料 O 

 12.3. CCIL(カナダ独立試験所協会)-カナダ-G･G･マケンティ氏 

 12.4. RELACRE(ポルトガル認定試験所協会)-ポルトガル- 

A・シルバ・リベイロ博士               資料 P 

 12.5. VRS(化学試験所諮問協会)-オランダ-J･H･F ファンデルワルト 

 12.6. CALIBA(アルゼンチン環境・食品分析独立試験所協会)- 

アルゼンチン- ホラシオ・デナリ博士          資料 Q 

12.7. IPAN(ナイジェリア国家分析協会)-ナイジェリア- 

マリアンヌ･アデコ氏                 資料 R 

12.8. ASOCOLAB(コロンビア試験所協会)-コロンビア- 

ガブリエル・フォンセカ氏     

13. その他(会長承認) 

14. 2019 年秋季第 28 回総会予定 

15. 閉会 
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■議事録 

役員会 議事録 

 
Union Internationale des Laboratoires Indépendants 

2017 年第 2 回役員会 

 

2017 年 8 月 24 日(木) 

於・シェラトン ホテル ボゴタ 

10:30 開始 

 

1. 歓迎 

ショルティス博士は出席者を歓迎し、IAAC ステークホルダー委員会出席のた

め遅れたことを陳謝した。 

 

2. 出席者の確認と欠席のお詫び 

ショルティス博士はファン・デル・ワルト博士、ソレス氏、オリバー・ロデ

ス氏、マケンティ氏、オイディラン博士から欠席のお詫びがあったことを報

告した。 

また、松村博士が JEMCA 新会長に就任したことにお祝いを述べ、新しい

JEMCA 代表代理について質問した。 

松村博士は、現副会長２名のうちどちらかが担当する予定で、追って事務局

までその名前を連絡することを約束した。 

 

3. アジェンダの承認 資料 H 

ショルティス博士は出席者に対しアジェンダへの意見を確認したが、特にな

く案通り承認された。 

 

4. 2017 年 4 月 11 日ﾃﾚﾋﾞ会議にて開催された 2017 年第 1 回 UILI 役員会および

幹部会議事録の承認 資料 I・J 

ショルティス博士は前回会議の議事録に簡単に触れ、一同はこれを承認した。 

ショルティス博士は前回会議からのアクションアイテムを確認した： 
 

 オランダ政府への UILI 登記手続き – ショルティス博士 

UILI 事務局とショルティス会長自身がフランスにおける UILI 登記

の状況を確認できない問題に直面し、最終的に、役員会は UILI を

オランダに登記する結論に至った経緯に触れた。 

モンテス・ニノ氏は将来会長国が変わることを考えると、世界で唯

一国際団体の登記を認めるベルギーで AISBL（国際非営利団体）と

して登記するする案を述べた。 

ショルティス博士は、本件には多くの労力が費やされ、UILI は現在、

オランダでの登記に向け手続きを進めていると述べた。 
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フェルナンデス博士は、本件については既に議論が交わされオラン

ダに登記することで一同合意したことであることを説明し、次の段

階について質問した。 

ショルティス博士は協会の規約を公証役場に登記し、それがオラン

ダ当局に渡り登記の要件を満たすものか審査されると答えた。 

アデコ氏は、UILI がオランダに登記されることについての制約の有

無を質問した。それに対しショルティス博士は、税法に係る金銭に

ついてのみと答えた。 

アデコ氏は、UILI のオランダ登記を支持した。 

 財務担当が今後数年間の年会費に係る小ワーキンググループを立ち
上げ、その成果を総会に提出、承認を受ける – ショルティス博士、
フェルナンデス氏 

ショルティス博士は松村博士に対し、次回会議までに案の作成を依

頼した。 

シルバ博士は EUROLAB の入会で UILI はその会費構造を見直す必

要があると述べた。UILI が真に国際団体として活動する上で重要な

課題であると添えた。 

ショルティス博士はこのことを協会の規約に反映させる必要がある

か確認した。 

シルバ博士は規約を十分に見直し、他に変更が必要な個所がないか

を確認することが重要であると述べた。 

ショルティス博士は小委員会を立ち上げて Skype 会議を開き、公

証役場への提示に対応できる規約に改定することを提案した。 

モンテス・ニノ氏は ACIL の規約改定を例に挙げ、改定案を書面で

作成し改定委員会に配布することを提案した。また、ショルティス

博士に対し、確認すべき要点を挙げ、全体を見直すことのないよう

にすることを提案した。 

最終的に、ショルティス博士は協会の規約は UILI のホームページ

に掲載されているので、各自これをダウンロードし意見を会長へ提

出することを依頼した。その後に Skype 会議を開催し、公証役場

に対応できる内容かを確認するとのこと。 

 ASOCOLAB に連絡をとり、早急に 2017 年ボゴタ会議プログラム
を完成させる.- ショルティス博士は、フェルナンデス氏、フェルナ
ンデス博士 

対応済み。  

 RELABSA に再度連絡をとり、UILI への入会を勧める – フェルナン
デス氏、アルフレド･モンテス･ニノ氏 

アルフレド氏は連絡を試みたが、最終的には先方が協会内の問題に

対処できるまで待つこととした。 

 ILP WG 会議を開催し、懸案事項を解消する – フェルナンデス氏 

対応済み。. 

 ILAC LC のアンケート調査のリンクを関係者へ配信する  

対応済み。 
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 UILI ISO WG 会議を開催し、Eurolab が会員へ配布予定の ISO 

17025 改定に係る文書作成に取り組む – マリアンヌ･アデコ氏 

対応済み。. 

 EUROLAB の UILI 入会手続きを進める - ショルティス博士. 

対応済み。  

 引き続き UNIDO への提案事項をまとめ、先方へ連絡する – フェル
ナンデス氏、ショルティス博士 

対応済み。  

 

5. 議事録からの懸案事項（アジェンダ外） 

その他の議事は挙がらなかった。 

 

6. 会員協会･非協会会員代表からの活動報告（総会にて発表） 

JEMCA – 特に無し。 

IPAN – アデコ氏は協会会員に認定を取得した事業所はまだなく、この課題に

ついて UILI の協力を得たい旨述べた。ILP については、一定量の試料を購入

することができれば国内に配布したいと述べた。 

RELACRE – シルバ博士は ILP の認定が進行中であると述べた。また、

RELACRE は FELAB と共同で「Ibero-American Congress of laboratories in 

Lisbon for 2018（イベロアメリカ試験所会議 2018 年リスボン大会）」を計画

していることを報告した。同時に、2022 年開催予定の非破壊検査に係る世界

会議の準備も進めているとのこと。 

ポルトガルは産業試験所への関心が高く、UILI の紹介で業界の試験所からの

教育訓練を受けたいと考えていることを述べた。EUROLAB は、ISO 17025

認定申請に係る 34 の指針を設けているが、これを見直し一般に無料公開する

予定で、UILI 会員に向けてこれに特典を付けた各国言語に翻訳することを提

案した。これは各国専門家の間で技術情報を交換できる機会となると添えた。 

非協会会員 – モンテス・ニノ氏は、自身の経営する試験所が ABRAC の会員

であることに触れ、ABRAC の UILI 入会を考えたいがそのためには MOU を取

り交わす必要があると述べた。UILI はこの度 IAAC に入会したが、これからも

引き続き協会行事に参加することの重要性を述べた。 

ショルティス博士は、まず始めに UILI と ABRAC の連絡役となる人物を選定

する必要があり、人選が行われた後に連絡を取り合い協会間でどういった関

係を築くのが最良かを模索する必要があると述べた。 

監査機関: 

アデコ氏は UILI に監査機関を加入させる可能性について意見を聞いた。 

ショルティス博士は、規約によれば可能であると答えた。 

シルバ博士は、協会会員は、監査機関を会員に受け入れることでコミュニケ

ーションが容易になり便利であると答えた。 

これら意見を受けアデコ氏は、ベルギーに本部を置く International 

Confederation of Inspection and Certification Organisations（CEOC、国際監

査・認証機関同盟(仮)）へ連絡をとることを提案した。 

CALIBA- デナリ博士は、CALIBA にとって最も重要なのは、UILI 会議から得

たものがどれだけ CALIBA の会員試験所の助けになるかであると述べた。
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CALIBA は UILI を通して国際レベルで意見を拡散できるがこれだけでは不十

分であると加え、アルゼンチンでは購入できない試験所の機材不足を例に挙

げた。UILI に、機材買い替えのための資金調達を目的とした研究機関紹介の

仲介役の可能性を示唆した。  

ショルティス博士は TIC（Testing, Inspection and Certification/試験・検査・

認証）業界は急速に発展していることに触れ、業界内の課題毎に投資できる

クラウドファンディングのプラットホーム設置を提案した。彼はまた、一般

的に、どの試験所に対しても言えることとして、試料が十分にそろって入れ

ば資金は大きな問題ではないと加えた。 

モンテス・ニノ氏は、そういった試験所は、試料が不足しているために機材

を購入できない可能性があると述べた。彼はまた、CALIBA は今二つの協会の

連合組織であることを加えた。 

サンチョ氏は UILI に対し、途上国の技術および事業の面での協力と、国内外

の専門家によるワークショップの開催を要望した。 

ショルティス博士は、これら全ての要望に対処すべきで、また、UILI は監査

機関を受け入れるべきと述べた。 

AELI- 特に無し。 

VRS- ショルティス博士は、ファン・デル・ワルト博士が VRS 会長を退任し、

後任の会長はファン・デン・エンデ氏であることを報告した。  

 

7. 会長からの報告 

ショルティス博士は、ブエノスアイレス会議以降の作業の進捗状況に大変満

足していることを述べた。  

7.1. Eurolab 戦略的合意契約 ﾎﾞﾛｰﾆｬ総会 

7.1.1. UILI-EUROLAB WG 報告 

ショルティス博士は、EUROLAB の加入手続きは問題なく進行中であると報

告した。また、サンチェス氏が UILI に対する EUROLAB 側窓口となり、UILI-

EUROLAB WG が両協会の協働を調整することとなったと加え、これから主

な活動目的を文書化し、それを実行すると述べた。 

7.2. ILAC-LC バンクーバー会議 報告 

--- 

ショルティス博士はデリーでシルバ博士が提案した調査が無事完了したこと

を報告した。 

7.3. 6 月 30 日ウィーン開催 UNIDO 会議 

ショルティス博士は、フェルナンデス氏とともにウィーンの UNIDO 本部を訪

問し、途上国における認定機関の戦略計画を発表したが、UNIDO が必要とし

ていたのは専門家やプロジェクトリーダーによる協力で、これに UILI が応え

られる可能性があると述べた。UNIDO はまた ILP に大変興味を示し、ショル

ティス博士はマラウイに試料を提供できる専門企業の調査の手助けをしてい

るとのこと---。 

7.4. UILI 加入国際団体活動 

ショルティス博士は、UILI が加入する国際団体活動による成果を会員に還元

するまでには、これから数年の内にとるべきステップがいくつかあると述べ、

各国会員協会の代表に対し、UILI が彼らにできること、また、彼らが UILI に

できる事柄を具体的に挙げるよう促した。 
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8. ILP 委員会より 2016-2017 年 ILP 報告 

フェルナンデス氏は、第 10 回および第 11 回については、試料も報告書も配

布済であると報告した。 

第 13 回 ILP については昨年試料を配布したが、CALIBA から報告書がまだ発

行されていないとのこと。 

続いて以下を報告した： 

2016- 23 組参加（約 6 事業所が参加費未払い） 

2017- 23 組申込済 

14th ILP 試料 – 参加者へ配布済（スペイン事業所で問題） 

15th ILP – 近く配布予定  

16th ILP – 参加者無し 

17th ILP- 最終的に CALIBA は試料を配布できず、JEMCA や RELACRE が

対応を検討中 

ショルティス博士は ILP 運営の改善を求め、当初 UILI は情報の配信のみを行

い、管理運営は各プロバイダーが行うとのことで、今 UILI 事務局への負担が

大きいことを指摘した。 

松村博士は、UILI が技能試験のプロバイダーとなることを提案した。--- 

アデコ氏は、連携を改善させることを提案した。 

フェルナンデス氏は、ILP のコーディネターを置くことを提案した。 

ショルティス博士は、第 7 回 ILP への申込者に対し、試験を取りやめ、あるい

は延長することとなった経緯を説明する文書を発信しなければならないと述べ

た。 

フェルナンデス氏は、もし RELACRE が第 17 回 ILP を引き継げるようであれ

ば CALIBA が文書を用意する必要はないのではないかと述べた。 

それに対し、ショルティス博士は、CALIBA はいずれにせよ今の状況に対する

詫び状を作成しなければならないと述べた。 

 

9. 規格化 WG 

9.1. ISO 17025 に係る ISO/CASCO 報告 

アデコ氏は、17025 改定作業は完了しているが、まだ投票（ballot）が残

っていると報告し、投票に係る情報を EUROLAB 事務局へ拡散すること

を提案した。 

9.2. ISO/REMCO ベルリン会議 資料 K 

松村博士は、2020 年に新たな規格が発効されると述べた。 

ショルティス博士は、国際団体への UILI 参加についてまだ明確ではなく、

活動方法と、参加者についてどう定めるべきか意見を聞いた。 

シルバ博士は、UILI は会員協会に対し、現在 UILI として出席する会合、

そこへの出席者を確認し、また、参加報告について改善させることを提案

した。 

ショルティス博士は、その調整役は事務局長が行うことを確認した。 

シルバ博士は、その他の会合について EUROLAB からの参加報告を提供

することを申し出、同様に UILI からの情報提供を求めた。 

 

10. 財務報告 
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10.1. ABN AMRO 銀行への UILI 口座移転  

10.2. 2017 年 7 月 31 日現在財務諸表  

松村博士は、財務文書について、会議終了後により詳しく確認する必要が

あると述べた。 

10.3. 未払い会費 

ショルティス博士は、未払いだった請求書の内、最近何件かが支払われ、

そのことが反映されていたい資料を財務担当に提出済であることを補足し

た。 

フェルナンデス氏は、以下の通り簡単に報告した。： 

非協会会員： 全 13 -> 8 会員未払い（Ekosmyrna 社、Oikonomidis

社は 2016 年会費も未払い） 

 協会会員： 全 9 -> 3 会員未払い（AELI、CALIBA、および AOIL） 

10.4. 2017 年予算とローリングフォーキャスト 

10.5. 2018･2019 年予算案 

ショルティス博士は、本議事ついては総会にてとり挙げると述べた。 

  

11. 第 27 回総会における役員改選に向けた候補者の選出 

11.1. 会長、副会長、名誉財務担当、事務局長  

ショルティス博士は役付役員に対し、次期継続の意思を確認した。 

出席の全役付役員は次期も継続して同役職を務めることを承知し、よって、

2018～2019 年も現役職のままとすることとなった。これは総会に提出さ

れる。 

    

12. 会員勧誘活動: 

新規加入が承認された会員：  

1. 協会： 

a. ASOCOLAB 

b. EUROLAB （正式申請） 

2. 非協会： 

a. Hamed Beik Absarkavir Lab – イラン 

 

13. UILI 拡大･促進のための活動報告  

13.1. AOIL:インド試験所協会 

13.2. その他協会 

13.2.1. 入会可能性のある協会 

13.2.1.1. RELABSA – グアテマラ 

13.2.1.2. ASOSEC – コロンビア 

 

13.3. 加入希望者の検討評価:  

 

14. 今後の会議予定 

14.1. 2018 年第 1 回-2018 年 4 月 20 日(金)  

14.2. 2018 年第 2 回-2018 年 11 月 2 日(金)  

時間の関係で、本議事は取り挙げなかった。 
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15. その他(会長承認) 

特に無し。 

 

16. 閉会 

13:10 に閉会した。 

 

アクションアイテム:  

 

 オランダにおけるUILI登記手続き：公証役場に協会の規約を提出、オ

ランダ当局への登記のため、その必要条件を満たす。役員はウェブサイトよ

り規約をダウンロード後、会長へ意見を提出する。意見が集まった時点で、

公証役場対策としての規約改定に係るskype会議を行う。- 全役員、フェルナ

ンデス氏、ショルティス博士 

 財務担当松村博士が、EUROLABのUILI入会による状況の変化に対応する

ため年会費の改定案を次回会議に用意する。：松村博士 

 加入する国際団体での活動：UILIが各国協会にできることと、会員協会が

UILIにできることの具体案を考える。 

 UNIDO：途上国の認定機関に係る戦略計画を提示する。. 

 第17回ILP：RELACREへ試験を引き継ぐ可能性を確認し、それば難しけ

れば、CALIBAは申込者への詫び状を作成する - フェルナンデス氏、クラ

ウディア・シルバ氏（RELACRE）、マルタ・サンチョ氏（CALIBA） 

ショルティス博士は、いずれの場合でもCALIBAは詫び状を作成すべきと

述べた。 

 規格化ワーキンググループ：加入する国際団体での活動方法と参加者に

係る案を提出する。案では、UILIとして出席する会合、そこへの出席者を

示し、また、参加報告について改善させる。 

 グアテマラの協会RELABSA（全国保健・環境試験所ネットワーク(仮)）、

コロンビアの教会ASOSEC（適合性評価機関協会(仮)）、ブラジルの協会

ABRAC（ブラジル適合性評価協会(仮)）と連絡を取り、入会を勧める – 

フェルナンデス氏、アルフレド・モンテス・ニノ博士  

 今後の会議の日程と開催地を決定する 

2018年第1回-2018年4月20日(金)  

2018 年第 2 回-2018 年 11 月 2 日(金) 
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総会 議事録 

 
Union Internationale des Laboratoires Indépendants 

第 27 回総会 

 

2017 年 8 月 24 日(木) 

於・シェラトン ホテル ボゴタ 

14:00 開始 

 

1. 歓迎 

ショルティス博士は出席者を歓迎した。 

 

2. 出席者の確認と欠席のお詫び 

ショルティス博士はファン・デル・ワルト博士、ソレス氏、オリバー・ロ

デス氏、マケンティ氏、オイディラン博士から欠席のお詫びがあったこと

を報告した。 

 

3. アジェンダの承認 資料 L 

出席者へ、アジェンダ案への意見について確認したところ特になかったた

め案通りで承認された。 

 

4. 2015 年ブエノスアイレスにて開催された第 26 回総会議事録の承認 

前回総会の議事録について、一同はこれを承認した。     資料 M 

 

5. 前回総会からの懸案事項（アジェンダ外） 

特に無し。 

 

6. 第 14 代 UILI 会長ルーク・ショルティス博士からの報告 

ショルティス博士は UILI 事務局に対し、その働きに感謝を述べた。 

また、ブエノスアイレス会議で設置した幹部会へも感謝を述べた。 

 

ここ 2 年間で、UILI は組織の発展のため多くの重要なステップを踏んでき

たと述べた。 

これまで会長と事務局で相当量の作業をこなしてきており、UILI に係る

ILP、ISO、UNIDO 活動分野毎により多くの方々の参加を求めた。ILP 運

営、加入団体活動は事務局が行うものではなく、財務管理については会計

士に委任することを検討中とのこと。 

UILI は今、ILAC や ISO 等国際フォーラムの場で再び注目されるようにな

り、加入団体活動に参加するボランティアを増やす必要があると述べた。 

UILI はまた、IAAC（米州認定機関協力機構）や EA（欧州認定協力機構）

といった地域協会にステークホルダー会員の取得申請を行ったことを報告

した。IAAC については入会が承認され UILI は会員となったが、EA につ

いてはステークホルダー会員ではなく？？？として入会が受け入れられた

とのこと。認定協会は試験所協会をステークホルダー会員に受け入れない
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事情があるようで、対応策を講じたとのこと。情報整理のためステークホ

ルダーのデータベース、例えばグローバル ステークホルダー コンファレ

ンスを構築する案を示唆した。 

ショルティス博士は、フェルナンデス氏とともにウィーンの UNIDO 本部

を訪問し、途上国における認定機関の戦略計画を発表したが、UNIDO が

必要としていたのは専門家やプロジェクトリーダーによる協力で、これに

UILI が応えられる可能性があると述べた。UNIDO はまた ILP に大変興味

を示したとのことで、ILP で良好な結果を出した試験所に対して UILI が認

定を付与することの可能性を説明した。 

 

7. 名誉財務担当松村徹博士からの報告 

7.1. 2016 年 12 月 31 日実績報告と、2017 年 12 月 31 日現在予測  

2016 および 2017 年の財務報告が確認、承認された。  

フェルナンデス氏は、2017 年の予算と実績について、収支として

4000EUR の黒字を予測していると報告した。 

ショルティス博士は、当期は ILP による収益を 5000EUR 見込んでいるが、

これは現実的ではないと指摘した。 

フェルナンデス博士は、この数値はそれほどかけ離れたものではなく、

ILP 参加費について 3000EUR の請求書を発行済で、また、第 14 回 ILP の

JEMCA からの送金を見込んでいることを説明した。 

7.2. 2018・2019 年予算  

ショルティス博士は、予算は、ILP 運営、加入団体活動を行えるよう収支

バランスを保たなければならないと述べた。 

松村博士は、財務管理についてより徹底して調査検討することを提案した。 

 

8. 第 27 回 UILI 総会における役員改選 

8.1.1. 会長 

8.1.2. 副会長 

8.1.3. 名誉財務担当 

8.1.4. 事務局長 

ショルティス博士は、役付役員へ確認した後に、次期も同役職を継続するこ

とを希望していると述べ、2018～2019 年も現役職に変更はないこととなった。 

 

9. 非協会会員代表の選出 

現職に変更なく、新たに選出されることはなかった。 

 
 

15:00 ASOCOLAB 会議出席者が総会に参加 

 

10. 事務局長マリアンヌ･アデコ氏、副会長アルバロ･シルバ･リベイロ博士、

非協会会員代表アルフレド･モンテス･ニノ博士より、加入団体活動報告 

10.1. ISO/CASCO 

アデコ氏は、17025 改定と認定試験所の今後について大変素晴らしい発表

を行った。発表資料は UILI ウェブサイトに掲載予定。 

10.2. ISO/REMCO 



 15 

10.3. EUROLAB 
10.4. ILAC 
10.5. UNIDO 

ショルティス博士は各活動について基本的な説明をした。詳細は役員会議

事録を参照のこと。議事録はウェブに掲載される。 

 

11. 松村委員長より ILP 委員会活動報告 

ここでの報告は行われなかった。詳しい報告は役員会議事録を参照のこと。 

 

12. 会員協会からの活動報告 

12.1. JEMCA（日本環境測定分析協会） – 日本 資料 N 

 - 松村徹博士 

報告内容はウェブに掲載される。 

12.2. AELI（スペイン独立試験所協会） – スペイン 資料 O 

 - マナヘン・フェルナンデス・アロンソ博士 

報告内容はウェブに掲載される。 

12.3. CCIL（カナダ独立試験所協会） – カナダ  

 - G･G･マケンティ氏 

報告内容はウェブに掲載される。 

12.4. RELACRE（ポルトガル認定試験所協会） – ポルトガル 資料 P 

- A･シルバ・リベイロ博士 

報告内容はウェブに掲載される。 

12.5. VRS（化学試験所諮問協会） - オランダ 

 - J･H･F ファンデルワルト博士 

報告内容はウェブに掲載される。 

12.6. CALIBA（アルゼンチン環境・食品分析独立試験所協会）- アルゼンチン 

 - ホラシオ・デナリ博士.  資料 Q 

報告内容はウェブに掲載される。 

12.7. IPAN（ナイジェリア国家分析協会） -ナイジェリア 資料 R 

- マリアンヌ･アデコ氏 

報告内容はウェブに掲載される。 

12.8. ASOCOLAB（コロンビア試験所協会)-コロンビア 

 - ガブリエル・フォンセカ氏 

  報告内容はウェブに掲載される。 

 

13. その他(会長承認) 

特に無し。 

 

14. 2019 年秋季第 28 回総会予定 

次回総会は 2020 年オランダ開催を決定。EUROLAB や Fenelab との共同

開催の可能性もあるとのこと。 

 

15. 閉会 

17：30、第 27 回総会は閉会した。 

 



 16 

アクションアイテム：  

 情報整理のためステークホルダーのデータベース、例えばグローバル 

ステークホルダー コンファレンスを構築する。 

 2018・2019 年予算を作成する  

 

※LABMEETING 議事録については、本報告後ろに添付されているプレゼンテー

ション資料をご確認ください 資料 A～G 

 
※8月 25 日(金)に開催された IAAC 総会の決議つきましては、添付資料にて

ご確認ください 資料 S 
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■写真 

 

【写真 1】Lab tour (INVIMA) 

 

【写真 2】Lab tour (INVIMA) 

 
【写真 3】Lab tour (INVIMA) 

(左)ﾃﾞﾅﾘ CALIBA 会長(中)ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ UILI 事務局

(右)ﾌｪﾙﾅﾝｴｽ UILI 前会長 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 4】

LABMEETING 

ｼｮﾙﾃｨｽ UILI 会長(VRS) 

 
【写真 5】LABMEETING 

ﾄﾞｱﾃｨ IAAC 会長 

 
【写真 6】LABMEETING 

ﾓﾝﾃｽ･ﾆﾉ UILI 非協会会員代表 

 

【写真 7】LABMEETING 

松村 UILI 財務担当(JEMCA) 

 
【写真 8】LABMEETING 

ｱﾃﾞｺ UILI 事務局長(IPAN) 
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【写真 9】ASOCOLAB 訪問 

 
【写真 10】ASOCOLAB 訪問 

 
【写真 11】ASOCOLAB 訪問 

 
【写真 12】ASOCOLAB 訪問 

(左)ﾌｫﾝｾｶ ASOCOLAB 会長 

 
【写真 13】ASOCOLAB 訪問 

 

 

 

 

 

(左から) 

ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ UILI 事務局,松村 UILI 財務担当(JEMCA),ｼｮﾙﾃｨｽ

UILI 会長(VRS),ﾌｫﾝｾｶ ASOCOLAB 会長,非協会会員代表ﾓ

ﾝﾃｽ･ﾆﾉ博士,ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ UILI 前会長,ｱﾃﾞｺ UILI 事務局長

(IPAN),ｼﾙﾊﾞ UILI 副会長(RELACRE),ﾄﾞｩｱﾙﾃ RELACRE 事

務局,ｼﾙﾊﾞ RELACRE 事務局,ｺｴｰﾘｮ氏(RELACRE) 

 
【写真 14】IAAC ステークホルダー委員会 

 
【写真 15】UILI 役員会 

 
【写真 16】UILI 総会 

 

【写真 17】UILI 総会 
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テキストボックス
資料Ａ
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テキストボックス
資料Ｂ
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テキストボックス
資料Ｃ
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テキストボックス
資料Ｄ
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テキストボックス
資料Ｅ
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テキストボックス
資料Ｆ
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テキストボックス
資料Ｇ
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資料（和訳）：
LABMEETING 
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sandow
テキストボックス
資料Ａ





sandow
テキストボックス
時間

sandow
テキストボックス
8月22日(火)

sandow
テキストボックス
IAAC試験所小委員会

sandow
テキストボックス
ウェルカムランチ

sandow
テキストボックス
測定の不確かさ monaco法

sandow
テキストボックス
ｱﾙﾊﾞﾛ･ｼﾙﾊﾞ･ﾘﾍﾞｲﾛ,UILI副会長


sandow
テキストボックス
UILI役員会 - UILI報告 - ISO17025、REMCO WG

sandow
テキストボックス
技能試験

sandow
テキストボックス
UILI役員会 - UILI報告 - UNIDO

sandow
テキストボックス
技術革新と産業の発展

sandow
テキストボックス
協会の発展と会員

sandow
テキストボックス
UILI役員会 - UILI報告 -  UILI-EUROLAB戦略的提携契約 WG

sandow
テキストボックス
ウェルカムディナー(役員・同伴者)

sandow
テキストボックス
UILI報告 - マスタークラス
(UILI会員、Asocolab会議出席者向け)

sandow
テキストボックス
UILI報告 - ワーキンググループ - 役員会
(UILI会員、Asocolab会議出席者向け)

sandow
テキストボックス
UILI役員会 - UILI報告 - 試験所比較試験およびILP WG
ILP 2017-2018

sandow
テキストボックス
標準化



sandow
テキストボックス
時間

sandow
テキストボックス
8月23日(水)

sandow
テキストボックス
ラボツアー：INVIMAおよびATLAS Laboratory

sandow
テキストボックス
ランチ

sandow
テキストボックス
2017Labmeeting世界の分析業界に公平性を

sandow
テキストボックス
開会

sandow
テキストボックス
-ﾙｰｸ･ｼｮﾙﾃｨｽ博士,UILI14代会長,VRS元会長,LabWing B.V.社CEO

sandow
テキストボックス
-ﾗﾝﾃﾞｨ･ﾄﾞｱﾃｨ氏,IAAC会長

sandow
テキストボックス
試験所や分析協会が分析業界を公平にするための役割

sandow
テキストボックス
ﾓﾃﾞﾚｰﾀｰ:ﾏﾅﾍﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ博士, 前UILI会長,AELI元会長(ｽﾍﾟｲﾝ)

sandow
テキストボックス
「協力の力」ｱﾙﾊﾞﾛ･ｼﾙﾊﾞ･ﾘﾍﾞｲﾛ博士,UILI副会長,RELACRE会長,EUROLAB会長(ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ)

sandow
テキストボックス
「ｺﾛﾝﾋﾞｱに試験所協会を設立して」ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾌｫﾝｾｶ博士,ASOCOLAB会長(ｺﾛﾝﾋﾞｱ)

sandow
テキストボックス
「ｱﾌﾘｶの試験所協会による業界への貢献」ﾏﾘｱﾝﾇ･ｱﾃﾞｺ氏,UILI事務局長(ﾅｲｼﾞｪﾘｱ)

sandow
テキストボックス
認定・認証機関が分析業界で公平性を築く方法

sandow
テキストボックス
ﾓﾃﾞﾚｰﾀｰ:ﾏﾅﾍﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ博士, 前UILI会長,AELI元会長(ｽﾍﾟｲﾝ)

sandow
テキストボックス
                                                                                                        「ｱｼﾞｱ試験所業界の発展と試験所間比較試験の効果」松村徹博士,UILI財務担当,JEMCA副会長,いであ㈱常務取締役(日本)

sandow
テキストボックス
                                             「ﾖｰﾛｯﾊﾟ試験所業界における貿易の障壁とｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝや文書解釈による影響」ﾔﾝ･ｿﾚｽ氏,UILI非協会会員代表,GEOS N.V.社 CEO(ﾍﾞﾙｷﾞｰ)

sandow
テキストボックス
                                                 「ｱﾒﾘｶ大陸間の協力で公平性を築く」ｱﾙﾌﾚﾄﾞ･ﾓﾝﾃｽ・ﾆﾉ博士,UILI非協会会員代表,Micriobióticos Paraguay-Uruguay-Brasil取締役

sandow
テキストボックス
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

sandow
テキストボックス
LABMEETINGﾃﾞｨﾅｰ



sandow
テキストボックス
時間

sandow
テキストボックス
8月24日(木)

sandow
テキストボックス
IAACステークホルダー委員会

sandow
テキストボックス
UILI役員会

sandow
テキストボックス
ランチ

sandow
テキストボックス
UILI第27回総会

sandow
テキストボックス
UILIとASOCOLABとのガラディナー

sandow
テキストボックス
時間

sandow
テキストボックス
時間

sandow
テキストボックス
8月25日(金)

sandow
テキストボックス
8月26日(土)

sandow
テキストボックス
ツアー

sandow
テキストボックス
IAAC総会

sandow
テキストボックス
UILI会員、および現地主催協会の紹介

sandow
テキストボックス
ASOCOLABはｺﾛﾝｺﾞｱの非営利協会で、国内における認定・非認定試験所へのｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞや技術訓練等を行っている。協会は発展途上のｺﾛﾝﾋﾞｱにおいて、認定および国際標準に携わっている。

sandow
テキストボックス
会議日程および開催場所

sandow
テキストボックス
参加登録

sandow
テキストボックス
・280EUR(学生93EUR)もしくは相当ｺﾛﾝﾋﾞｱﾍﾟｿ

sandow
テキストボックス
・ASOCOLABもしくはUILI会員は半額

sandow
テキストボックス
・参加費に含むもの
-全ｾｯｼｮﾝへの参加
-初日昼食,ｺｰﾋｰﾌﾞﾚｲｸ
-要旨集

sandow
テキストボックス
・8/24(木)ｶﾞﾗﾃﾞｨﾅｰ 別途75EUR
・8/26(土)午後ﾂｱｰ代金別途

sandow
テキストボックス
国際的に活躍する試験所業界提供事業社の皆様には,本会議の国際的な特質をご利用する良い機会です。ご協賛にご興味のあります企業様につきましては,事務局secretariat@uili.orgまでご連絡ください。追って詳細をご連絡させていただきます。





sandow
テキストボックス
第1回 試験所の適合性に係る国際会議
2017年8月22～24日
シェラトン・ホテル開催

sandow
テキストボックス
第1回 試験所の国際会議 ワークショップ

sandow
テキストボックス
The Colombian Association of Laboratories コロンビア試験所協会- ASOCOLAB は、2017年8月22、23、24日にボゴタのシェラトン・ホテルにて開催予定の「1st. International Congress of CONFORMITY IN LABORATORIES（第1回試験所の適合性に係る国際会議）」についてご案内申し上げます。

sandow
テキストボックス
ASOCOLABは、2017年8月23および24日に同会場にて「Commercial Trade Show」を開催いたします。

sandow
テキストボックス
会場内にスペースをご用意し、グローバル企業（バイヤー、供給者、公共機関、営業、企画）が事業交流を行う場を提供いたします。ASOCOLABは、ビジネス展示への皆様のご参加をお待ちいたします。

sandow
テキストボックス
ご質問等はこちらまでご連絡下さい。
Email: Info@asocolab.com

sandow
テキストボックス
ガブリエル・フォンセカ・R


sandow
テキストボックス
資料Ｂ



sandow
テキストボックス
ワークショップ参加費用

sandow
テキストボックス
6/15まで

sandow
テキストボックス
6/16以降

sandow
テキストボックス
ブース種別

sandow
テキストボックス
ブース数

sandow
テキストボックス
会議会場

sandow
テキストボックス
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ会場

sandow
テキストボックス
登録受付

sandow
テキストボックス
ホテル・シェラトン
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資料：役員会 
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sandow
テキストボックス
資料Ｈ





sandow
テキストボックス
資料Ｉ

























sandow
テキストボックス
資料Ｊ

















mailto:sauvage@iso.org
http://isotc.iso.org/livelink/livelink/open/remco
sandow
テキストボックス
資料Ｋ





















sandow
テキストボックス
議事録原文
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資料（和訳）：役員会 
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sandow
テキストボックス
2017年第2回 UILI役員会

sandow
テキストボックス
　　　2017年8月24日(木)10:00開始
於・コロンビア、ホテル・シェラトン・ボゴタ

sandow
テキストボックス
アジェンダ

sandow
テキストボックス
歓迎

sandow
テキストボックス
出席者の確認と欠席のお詫び

sandow
テキストボックス
アジェンダの承認

sandow
テキストボックス
2017年4月11日ﾃﾚﾋﾞ会議にて開催された2017年第1回UILI役員会および幹部会議事録の承認

sandow
テキストボックス
ｱｼﾞｪﾝﾀﾞ外、議事録からの懸案事項

sandow
テキストボックス
会員協会･非協会会員代表からの活動報告(総会にて発表)

sandow
テキストボックス
会長からの報告

sandow
テキストボックス
Eurolab戦略的合意契約 ﾎﾞﾛｰﾆｬ総会

sandow
テキストボックス
UILI-EUROLAB WG報告

sandow
テキストボックス
ILAC-LC バンクーバー会議 報告

sandow
テキストボックス
6月30日ウィーン開催 UNIDO会議

sandow
テキストボックス
UILI加入国際団体活動

sandow
テキストボックス
ILP委員会より2016-2017年ILP報告

sandow
テキストボックス
規格化WG

sandow
テキストボックス
ISO 17025に係るISO/CASCO報告

sandow
テキストボックス
ISO/REMCOベルリン会議

sandow
テキストボックス
資料Ｈ



sandow
テキストボックス
財務報告

sandow
テキストボックス
ABN AMRO銀行へのUILI口座移転

sandow
テキストボックス
2017年7月31日現在財務諸表

sandow
テキストボックス
未払い会費

sandow
テキストボックス
2017年予算とローリングフォーキャスト

sandow
テキストボックス
2018･2019年予算案

sandow
テキストボックス
第27回総会における役員改選に向けた候補者の選出

sandow
テキストボックス
会長、副会長、名誉財務担当、事務局長

sandow
テキストボックス
会員勧誘活動

sandow
テキストボックス
UILI拡大･促進のための活動報告

sandow
テキストボックス
AOIL:インド試験所協会

sandow
テキストボックス
その他協会

sandow
テキストボックス
加入希望事業所の検討評価

sandow
テキストボックス
Hamed Beik Absarkavir Lab

sandow
テキストボックス
今後の会議予定

sandow
テキストボックス
2018年第1回-2018年4月20日(金)

sandow
テキストボックス
2018年第2回-2018年11月2日(金)

sandow
テキストボックス
その他(会長承認)

sandow
テキストボックス
閉会



sandow
テキストボックス
資料Ｉ

























sandow
テキストボックス
資料Ｊ

















mailto:sauvage@iso.org
http://isotc.iso.org/livelink/livelink/open/remco
sandow
テキストボックス
2017年6月27-29日 第40回REMCOベルリン会議 決議

sandow
テキストボックス
資料Ｋ



sandow
テキストボックス
2017年6月27-29日 第40回REMCOベルリン会議 決議



sandow
テキストボックス
前回（第39回）議事録承認

sandow
テキストボックス
WG AHGは、本会議中に承認された2017年6月29日-2018年7月9日活動計画を2017年7月31日までにeCommitteeに掲載する。

sandow
テキストボックス
WG、AHGは必要に応じて追加会議を行い、その内容の概要をeCommitteeに掲載する。

sandow
テキストボックス
次回会議に向け事務局は会議開催6週間前までに関係資料を配信する

sandow
テキストボックス
事務局は、2018年6月開催のREMCO会議（年会）の会議資料を2018年5月29日までにREMCO会員・リエゾンへ配信する

sandow
テキストボックス
ISO Guide 35:2017発行前までに修正作業を完了させる（ISO/REMCO N1508修正案では不十分）

sandow
テキストボックス
WGおよびAHG-年次会の議事内容の概要

sandow
テキストボックス
WGおよびAHG-会議

sandow
テキストボックス
年会準備

sandow
テキストボックス
ISOガイド35修正作業の遅れ



sandow
テキストボックス
WG6 - 情報サービス -REMCO発行物の宣伝

sandow
テキストボックス
第41回REMCO会議（2018年6月）にて、今ある、あるいは今後発行される文書類についてREMCOが発行するプレゼン、記事等の様式を見直す。

sandow
テキストボックス
WG6 - 情報サービス - 第40回REMCO会議ACQUAL報告

sandow
テキストボックス
WG6は2017年8月31日までに議事報告を提出する

sandow
テキストボックス
REMCO委員長 - 第40回REMCO会議まとめ

sandow
テキストボックス
REMCO委員長は2017年9月30日までにREMCO会員・リエゾン向けに会議のまとめを作成する。事務局はこれをウェブに掲載する

sandow
テキストボックス
WG6 - 情報サービス - REMCOウェブサイト

sandow
テキストボックス
WG6は、2017年9月30日までに、2017年6月28日ベルリン開催のWG6会議内容をウェブに掲載する。

sandow
テキストボックス
WG6 - 情報サービス - ウェブサイト改善

sandow
テキストボックス
WG6は、最低でも四半期に一度はウェブサイトを更新し、研修プレゼンテーションを調整、googleのようなサーチエンジでみつかるREMCO情報を監視する。

sandow
テキストボックス
2018年7月開催の第41回REMCO会議にて作業経過を報告する。



sandow
テキストボックス
WG17 - 会員・リエゾンの報告様式

sandow
テキストボックス
WG17コンビーナは2017年12月31日までに会員・リエゾンに向けの報告様式を見直し、また、会員情報をオンライン上で確認できる方法を模索する

sandow
テキストボックス
WG17 - 会員・リエゾンからの活動報告

sandow
テキストボックス
事務局は2017年12月31日までにREMCO会員・リエゾンから活動報告を回収し、2018年5月29日までにWG17コンビーナへ提出しそれを2018年7月開催の第41回REMCO会議にて発表する。

sandow
テキストボックス
WG17 - PDGとのリエゾン

sandow
テキストボックス
WG17コンビーナはPDGメンバーとしてUSPおよびJPに連絡をとり、REMCOへ招待する。2018年7月開催の第41回REMCO会議にて経過を報告する。

sandow
テキストボックス
WG17 - TC229とのリエゾン

sandow
テキストボックス
WG17コンビーナはTC229からの要請に応じ、認証標準物質利用の選択に係るガイダンスとして、測定方法を記したISO文書を送付する。

sandow
テキストボックス
WG17 - リエゾン資格の見直し

sandow
テキストボックス
REMCOは、REMCOからISO/TC276、ISO/TC34/SC2からSC18へのリエゾン資格の取得と、ISO/TC34のTCレベルでのリエゾン資格を破棄することを承認した。



sandow
ハイライト表示

sandow
ハイライト表示

sandow
ハイライト表示

sandow
テキストボックス
WG17 - 国際リエゾンの調整

sandow
テキストボックス
REMCOがﾘｴｿﾞﾝ資格を有するISO委員会

sandow
テキストボックス
REMCOのリエゾン代表

sandow
テキストボックス
REMCOのリエゾン代表代理

sandow
テキストボックス
WG17はREMCOが有する国際リエゾン資格を2018年4月15日までに見直し、2018年7月開催の第41回REMCO会議で継続して任命できるよう調整する。



sandow
テキストボックス
WG13 - 定性的標準物質 - JCGM/WG2とのﾘｴｿﾞﾝ

sandow
テキストボックス
WG13はJCGM/WG2との関係を続け、相互に情報を交換する

sandow
テキストボックス
WG13 - 定性的標準物質 - 作業計画案

sandow
テキストボックス
WG13コンビーナは2017年9月30日までに、定性的標準物質の生産に係るｶﾞｲﾀﾞﾝｽ文書の作業計画案を提出し、3カ月のCIBを設定、新規の作業計画案としてTMBへの提案を想定する。

sandow
テキストボックス
AHG4-「有機小分子のための純粋標準物質」

sandow
テキストボックス
AHG4のｸﾞﾙｰﾌﾟ名を「有機小分子のための純粋標準物質」に変更。2017年9月30日までにｶﾞｲﾀﾞﾝｽ作成のための作業計画案を提出する

sandow
テキストボックス
特定の用途において純粋、または十分に純粋として販売されている物質に係る用語

sandow
テキストボックス
一般手法（直接/間接的)、未検知・水溶液および混合液調整のための希釈を含めたデータ処理、不確かさ評価等の特徴付け

sandow
テキストボックス
ガイド35に基づいた純粋な素材の均一性・安全性評価の特記事項

sandow
テキストボックス
「純粋」な標準物質に対する最少情報要件

sandow
テキストボックス
事務局は、新規の作業計画案としてTMBへ提案するため、3か月のCIBを設定する。



sandow
テキストボックス
AHG6 - 「無機物質向け純粋標準物質」

sandow
テキストボックス
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SPECIALTY AMOUNT CANT

Graduates and / or Doctors in Chemical Sciences 46 

PH D Biochemistry 25 

Food Engineers 10 

Chemical Engineers specialized in Hygiene  10 

Chemical Engineers specialized in Quality Assurance (ISO and GLP) 8 

Bachelor's Degree in Biology  9 

Food Technology Graduates 17 

Technicians: Chemicals, Electronics, Food, Biotechnology, Hygiene and Safety, Bioterios, etc. 145 

Agronomists 2 

Environmental engineers 2 

Degree in Environmental Management 3 

Pharmacists 1 

Bachelor in Biotechnology 1 

Hygiene and Safety Graduates 2 

Industrial Engineer specialized in environment 1 

veterinarians 1 
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TYPE OF EQUIPMENT QUANTITY 

Atomic Absorption Spectrophotometer - Flame Mode 13 

Atomic absorption spectrophotometer - Electrothermal with autosampler 10 

Atomic absorption spectrophotometer flame mode - Cold vapor 9 

Microwave Sample Digester 1 

Atomic absorption spectrophotometer flame mode - Hydride generator 10 

Visible spectrophotometer associated with Flow Injection analysis 3 

Spectrophotometer of atomic  emission by spark 1 

UV - Visible spectrophotometers 26 

FTIR Spectrophotometer 2 

Spectrophotometer RX Fluorescence 2 

Atomic Emission Inductive Coupling Plasma (ICP / MS) 1 

Mass Spectrometry Inductive Coupling Plasma (ICP / MS) 1 

Karl Fischer volumetric titrators 1 

Ion Chromatography 3 

Gas Chromatography: - Detectors: Thermal Conductivity (TCD), Flame Ionization 
(FID), Electronic Capture (ECD), Flame Photometric (FPD), Alkaline Flame Ionization 
(NPD), Thermoionic (TID), Mass Selective ), Photoionization Detector 

41 

CromatograGas Chromatography: - Detectors: ECO, Mass, NPD, Head Space, SPME 22 

High Performance Liquid Chromatography (HPLC): - Detectors: UV, DAD, EQ, 
Refractive Index, Mass / Mass, Fluorescence 

34 
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PRESIDENT:

DR. HORACIO DENARI

SECRETARY:

ING. GONZALO SERRANO

VOCAL HOLDER:

LIC. DIEGO RAPELA

ALTERNATE VOCAL:

DR. HERNAN FARES TAIE

VICE PRESIDENT:

ING. MARIO ISMACH

TREASURER:

LIC. MARCELO FARRÁN

VOCAL HOLDER:

LIC. LUIS IMPERIALE

ALTERNATE VOCAL:

LIC. LAURA LIVRAGHI

Argentine Chamber of Idependent Lboratories, Bromatological, environmental and Related
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• ALIMENTARIA SAN MARTIN S.R.L.

• AMBIENTAL PEHUÉN S.A.

• BLB INGENIERIA INDUSTRIAL

• C.I.A.B.I.C.

• CENTRO DE ESTUDIOS INFECTOLÓGICOS S.A.

• CROMAQUIM S.R.L.

• DIAGNÓSTICO AMBIENTAL DIAMKO S.R.L.

• ECOTEC CONSULTORES S.A.

• FIX SUDAMERICANA S.A.

• GRUPO DE ESTUDIO DEL MEDIO AMBIENTE S.R.L.

• GRUPO INDUSER S.R.L.

• IDAC S.A.

• INDUS - LAB

• INDUSTRIA Y AMBIENTE S.A.

• INGENIERIA LABORAL Y AMBIENTAL S.A.

• INSTITUTO ANALÍTICO ESPECIALIZADO S.R.L.

• LABIC S.R.L.

• LABORATORIO BIOMÉDICO DR. RAPELA S.A.

• LABORATORIO BIOQUÍMICO MAR DEL PLATA S.A.

• LABORATORIO DR MIGUEL RÍOS

• LABORATORIO CIENTÍFICO Y AMBIENTAL S.A.

• LABORATORIO LANTOS

• LABTESA LABORATORIO TERMOIONICA S.A.

• LADIAC S.A.

• MICROQUIM S.A.

• PROANÁLISIS S.A.

• SERVICIOS ANALÍTICOS S.R.L.

• SGS ARGENTINA S.A.

• Si CONSULTORES S.R.L.

• WASSER SERVICIOS INDUSTRIALES S.A..
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Av. De Mayo 981 2° Piso Oficina 220 – 1084- CABA

Teléphone: +54 11 5274-0444

E-mail: info@caliba.org.ar

Website: www.caliba.org.ar

THANK YOU VERY MUCH!

Dr. Horacio Denari  i  -- President
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Institute of Public Analysts of Nigeria (IPAN) country report 

presented at the 27th General Assembly of UILI held on Thursday 

August 24th, 2017 at the Sheraton Hotel, Bogota, Colombia 

  

IPAN is a parastatal of the Federal Ministry of Health and has the responsibility of training, 

certifying and regulating the practice of Public Analysis in Nigeria.  

The purpose of the establishment is to: 

i. Register persons as a member and designate members as “Public Analyst” .The 

designated member shall be eligible to practice the analysis of food, drugs, cosmetics, 

and medical devices  

ii. Register members’ laboratory for licensing by the appropriate authority. 

iii. Ensure the testing certificate issued by a registered member using a register laboratory 

shall constitute a legal evidence. 

 

In fulfillment of the Institute’s mandate, the Institute embarked on the following activities: 

1. Members Registration and Certification:  

1.1 Continuous re-training of Public Analyst and Quality Control/ Assurance Managers 

to enhance the performance and competence of members and training of Student 

members as potential Public Analysts . 

1.2 In collaboration with UNIDO, the Institute has set up a Third party “Personnel 

Certification Body” in accordance with ISO /IEC 17024 to achieve National & 

International recognition of the Public Analysts Certificates.  Completion of the 

process is expected in December 2017. 

2. Laboratory Registration /Accreditation:  

2.1 IPAN has 30 Labs registered in UILI.  

2.2  Over 200 labs were  registered in Nigeria with Nigerian Quality Infrastructure 

project NQIP 

2.3 Some IPAN members Laboratories were selected by UNIDO for Accreditation under 

the NQIP project. 
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2.4 Challenges :  None of the Laboratories is ISO 17025 accreditation yet IPAN will 

need UILI support in achieving accreditation for some of its laboratories by 2018 

3. Test Data  Acceptance & Rejection of Export products :  

3.1 To improve confidence in data generated by labs, member labs participated in the 

Interlaboratory Comparison program organized by UILI (2016 ten labs & 2017 ten 

labs). The labs also participated in three other Proficiency Tests (PTs) provided by 

other organizations such as FAO/NAFDAC on wheat, USP on Antimalarial drug, 

FAO on Animal feeds and one ring test on water was organized by the Institute for its 

member.  

3.2 Collaboration with relevant government agencies and private organizations to address 

the issues of export product reject in order to improve export and export earnings 

especially in the area of agro-allied products 

4. Annual General Meeting:  

4.1 Members hold meetings twice a year (March & Nov) to discuss issues germane to the 

growth and development of the practice.  

4.2 Other major challenges of the Institute’s member are 

4.2.1 procurement , maintenance and calibration of high precision 

analytical equipment  & glassware 

4.2.2 reference standards & reagents;  

4.2.3 Technical training  

4.2.4 Infrastructure including power supply.   

   

We wish you a successful meeting   

 

 Presented by: Mary-Anne Adeeko FIPAN 
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27th General Assembly of the  

Union Internationale des Laboratoires Indépendants 

 

Thursday August 24th, 2017 

Sheraton Hotel Bogota 

Commencing at 14:00 hours 

 
 
1. Welcome  

Drs Scholtis welcomed all the attendees. 

 

2. Roll call of members and apologies for absence 

Drs Scholtis expressed apologies for absence from Drs van der Wart, Mr. Soers, Mr. Oliver Rodés, 

Mr. McIntee and Dr Oyediran.  

3. Approval of the agenda 

After asking the members present whether there was any proposed change the agenda was  

approved. 

4. Review and approval of minutes of 26th General Assembly held in Buenos Aires in 2015 

The minutes of the last General Assembly were approved by all the attendees.  

5. Matters arising from the previous General Assembly meeting not otherwise on the agenda 

No other matters arising from the previous General Assembly. 

6. To receive the report of the 14th UILI President, Drs. Luc Scholtis 

Drs Scholtis started thanking Mrs. Fernández for her work as secretary of UILI.  

Later he also expressed his gratitude to the Executive Committee which was created in Buenos 

Aires.  

 

He commented that a lot of important steps of improvement of UILI have been taken during the 

las two years.  

He commented that he felt that so far a lot of work is being done by the President and the 

secretary but there should be more most people involved in each one of different tasks in which 

UILI is involved: ILP, ISO, UNIDO…. He said that the ILP coordination, does not have to be done by 
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secretariat, as well as the external representation and also added that finances may be delegated 

to an accountant. 

He highlighted the fact that UILI’s voice is being listened to again in international forums such as 

ILAC and or ISO and more volunteers are needed for UILI external representations. 

He added that  UILI has applied to become a stakeholder of the Regional  Accreditation 

Associations, such as IAAC, EA….IAAC has approved his application and UILI just become a 

member of this association and also UILI was accepted in EA, not as stakeholder but as…??? . It 

seems that the Accreditation associations does not want to have lab associations as stakeholder   

and something should be done about. We may build a stakeholders data base to get them on the 

table in, for instance, a global stakeholder conference. 

Drs Scholtis also informed that Mrs. Fernández and he had a meeting at UNIDO’s headquarters in 

Vienna and they concluded to provide them a strategic plan for Accreditation Bodies in 

developing countries but at the end UNIDO needs the help of experts and project leaders to 

solve their problems in accreditation and achieve their goals and that is where UILI can maybe 

collaborate with them. They also are very much interested in the ILP program and he added that 

may be UILI could accredit somehow to those labs who fulfill results in the ILP exercises.  

  

7. To receive the report of the Hon Treasurer, Dr. Toru Matsumura  

7.1. To receive the financial report as of December 31th, 2016 and projected December 31th, 

2017  

The reports of 2016 and 2017 were projected, revised and approved.  

Melissa presented at the assistants the approved, actual and projected budgets for 2017 with a 

net positive   result of around 4000 €. 

Drs Scholtis said that the 5000 € projected for the ILP income could not be very real. 

Dr Fernández said that in his opinion that amount was not going to vary considerably because 

they were already invoiced more than 3000 € and is pending the income from the 14th ILP from 

JEMCA.     

Dr Matsumura said that they still do not know what will be the income for the 14th ILP.    

7.2. To receive the budget for 2018 and 2019 and to set the subscription rates for 2018 and 2019  

Drs Scholtis commented that the budget should stay more or less as it is now and try to keep a 

balanced budget that allows ILP assistance, international representation…  

256



 

Ref : 27th General Assembly 

Version : 1.0 

Date : August 24, 2017 

Pag. : 3/5 

Dr Matsumura suggested to study it more thoroughly. 

 

8. To elect the officers of the Governing Board as presented for election by the Governing Board 

to the 27th General Assembly 

8.1.1. President 

8.1.2. Vice-Presidents  

8.1.3. Hon. Treasurer 

8.1.4. Secretary General 

Drs Scholtis said that after asking to the officers, all they would be willing to continue in office for the 

next term, so the Board for 2018-2019 continues with the current actual officers. 

9. To nominate the unaffiliated ordinary members representatives 

No new election has being taken place so far, so shall continue the actual representatives. 

 

BEING 15:00 HRS.  THE GENERAL ASSEMBLY CONTINUED INCORPORATING THE PARTICIPANTS IN 

THE ASOCOLAB CONGRESS 

10. To receive the reports on UILI external representation by the Secretary General Mrs. Mary-

Anne Adeeko, the Vice President Dr. Alvaro Silva Ribeiro and the Unaffiliated ordinary 

members representative Dr. Alfredo Montes Nino 

10.1. ISO/CASCO 

Mrs. Adeeko gave an excellent presentation about the revision of the 17025 and its future 

implementation in the accredited labs. This presentation is going to be available in the UILI web. 

10.2. ISO/REMCO. 

10.3. EUROLAB 

10.4. ILAC 

10.5. UNIDO 

Drs. Scholtis gave a general explanation of these issues. More information can be obtained in the 

Board meeting minutes. Reports will be available in the web. 
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11. To receive the report from the ILP committee by the chairman Dr. T. Matsumura 

No report was presented here. More information can be obtained in the Board meeting minutes. 

12. To receive the reports from member associations 

12.1. JEMCA (Japan Environmental Measurement and Chemical Analysis 
            Association) Japan Dr. Toru Matsumura  

 

Report will be available in the web. 

12.2. AELI (Asociación Española de Laboratorios Independientes) Spain 
            Dr. Manahén Fernández Alonso  

Report will be available in the web. 

12.3. CCIL (Canadian Council of Independent Laboratories) Canada 
            Mr. Gib McIntee  

Report will be available in the web. 

 
12.4. RELACRE (Associação de Laboratórios Acreditados de Portugal) Portugal 

             Dr. Alvaro Silva Ribeiro  

Report will be available in the web. 

12.5. VRS (Vereniging van Raadgevend Scheikundigen) The Netherlands  
             Drs. Hans van der Wart  

Report will be available in the web. 

12.6. CALIBA (Cámara Argentina de Laboratorios Independientes, Bromatológicos  
Ambientales y Afines) Argentina Dr. Horacio Denari. 

Report will be available in the web. 

12.7. IPAN (Institute of Public Analysis of Nigeria) Nigeria 
             Mrs. Mary-Anne Adeeko  

Report will be available in the web. 

12.8. ASOCOLAB (Asociación Colombiana de Laboratorios) Colombia 

           -Mr. Gabriel Fonseca. 

Report will be available in the web. 
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13. Any other business properly approved by the president 

No other business were treated. 

 

14. Place and date for the 28th General Assembly to be held in Autumn 2019 

It is decided that the next GA will be done in 2020 in Holland maybe jointly with EUROLAB and 

Fenelab.  

 

15. Adjournment 

Being 5:30 pm, 27th General Assembly was finished. 

 

Action items:  
 

 To build a stakeholders data base to get them on the table in, for instance, a global 
stakeholder conference. 
 

 To receive the budgets for 2018-2019.  
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27th General Assembly of the  

Union Internationale des Laboratoires Indépendants 

Thursday August 24th, 2017 

Sheraton Hotel Bogota 

Commencing at 14:00 AM 

AGENDA 

1. Welcome

2. Roll call of members and apologies for absence

3. Approval of the agenda

4. Review and approval of minutes of 26th General Assembly held in Buenos Aires in 2015

5. Matters arising from the previous General Assembly meeting not otherwise on the

agenda

6. To receive the report of the 14th UILI President, Drs. Luc Scholtis

7. To receive the report of the Hon Treasurer, Dr. Toru Matsumura

7.1. To receive the financial report as of December 31th, 2016 and projected December

31th, 2017  

7.2. To receive the budget for 2018 and 2019 and to set the subscription rates for 2018 

and 2019 

8. To elect the officers of the Governing Board as presented for election by the Governing

Board to the 27th General Assembly

8.1.1. President 

8.1.2. Vice-Presidents  

8.1.3. Hon. Treasurer 

8.1.4. Secretary General 

9. To nominate the unaffiliated ordinary members representatives
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10. To receive the reports on UILI external representation by the Secretary General Mrs.

Mary-Anne Adeeko, the Vice President Dr. Alvaro Silva Ribeiro and the Unaffiliated

ordinary members representative Dr. Alfredo Montes Nino

10.1. ISO/CASCO 

10.2. ISO/REMCO 

10.3. EUROLAB 

10.4. ILAC 

10.5. UNIDO 

11. To receive the report from the ILP committee by the chairman Dr. T. Matsumura

12. To receive the reports from member associations

12.1. JEMCA (Japan Environmental Measurement and Chemical Analysis 

            Association) Japan Dr. Toru Matsumura 

12.2. AELI (Asociación Española de Laboratorios Independientes) Spain 

            Dr. Manahén Fernández Alonso  

12.3. CCIL (Canadian Council of Independent Laboratories) Canada 

            Mr. Gib McIntee  

12.4. RELACRE (Associação de Laboratórios Acreditados de Portugal) Portugal 

             Dr. Alvaro Silva Ribeiro  

12.5. VRS (Vereniging van Raadgevend Scheikundigen) The Netherlands  

             Drs. Hans van der Wart  

12.6. CALIBA (Cámara Argentina de Laboratorios Independientes, Bromatológicos 

             Ambientales y Afines) Argentina Dr. Horacio Denari  

12.7. IPAN (Institute of Public Analysis of Nigeria) Nigeria 

             Mrs. Mary-Anne Adeeko  

12.8. ASOCOLAB (Asociación Colombiana de Laboratorios) Colombia 

-Mr. Gabriel Fonseca.

13. Any other business properly approved by the president

14. Place and date for the 28th General Assembly to be held in Autumn 2019
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15. Adjournment 
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Union Internationale des Laboratoires Indépendants 

第 26 回総会 

2015 年 9 月 17 日(木) 

於・アルゼンチン・ブエノスアイレス、 Auditorio del IRAM 

8:30 開始 

 

 

1.0 会議開催通知の承認  
 

フェルナンデス博士は、本総会の開催通知はウェブで公開、また、前回のニュースレターに

掲載されていることを報告した。  
 

2.0 出席者の確認 
 

出席者: 

 役員: 

 マナヘン・フェルナンデス・アロンソ博士、会長 

 ルーク・ショルティス博士 – 事務局長 

 松村徹博士- UILI 財務担当  

 田畑彰久博士 – いであ、元会長田畑日出男博士の代理として  

 アルバロ・シルバ・リベイロ博士 – RELACRE 会長 

 ホラシオ・デナリ博士 - Caliba 会長 

  

 その他 UILI 会員:  

 ジョジアーヌ・オクタビアニ氏、PA LABORATORIO DE AGUAS de Brazil 社 

 アルフレド・モンテス・ニノ氏、MICROBIOTICOS GROUP 社長 

 ジョージ・アウベス博士、MICROBIÓTICOS Uruguay 社 

 アルゼンチン協会 CALIBA 会員数名 

 マルタ・サンチョ氏 - Caliba 事務局 

フェルナンデス博士は出席者一同を歓迎し、アルゼンチン独立系試験所協会である CALIBA 会

長のホラシオ・デナリ博士に代わり、ブエノスアイレス会議運営への協力にお礼を述べた。 
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次の議事に移った。 

 

3.0 欠席のお詫び（あれば） 
 

次の方々から欠席のお詫びがあった: 

 田畑日出男博士、元会長、IDEA 社、日本 

 ギブ・マケンティ氏、副会長、CCIL、カナダ  

 ジョルディ・オリバー・ロデス、AELI 会長、スペイン 

 ハンス・ファン・デル・ワルト博士、VRS 会長、オランダ 

 オインディラン博士、IPAN 会長、ナイジェリア 

 マリアンヌ・アデコ氏、IPAN、ナイジェリア 

更に、UILI 事務局メリッサから欠席のお詫びがあったことを述べた。 
 

4.0 会員とゲストの紹介  
 

フェルナンデス博士は出席者へ、自身の所属とともに自己紹介することを促した。 
 

5.0 アジェンダの承認 
 

フェルナンデス博士は、アジェンダは事務局より配信された旨を説明し、修正等意見の有無

を確認した。  

特に意見等はなく、アジェンダは承認された。  

 

6.0 2013 年 11 月 29 日スペイン・バルセロナ開催の第 25 回総会の議事録の承認 
 

フェルナンデス博士は、2013 年にバルセロナで開催された第 25 回総会の議事録は事務局より

e メールにて配信済だが、特に修正等の意見は寄せられなかったと述べ、本日意見がないか確

認した。  

 

特に意見等はなく、議事録は承認された。  

 

7.0 前回総会からの懸案事項 
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フェルナンデス博士は、2 年前バルセロナにて役員へ通知した件で、パリ会議において ACIL

との論争について法の専門家への相談を検討することになっていたことに触れた。第 24 回総

会で、マケンティ氏が ACIL の責任者に連絡をとって直接交渉することを提案したが、あいに

くマケンティ氏は本日欠席しているため、経過を知ることができないと述べた。 

8.0 第 13 代 UILI 会長 フェルナンデス・アロンソ博士からの報告  
 

フェルナンデス会長は、自身がバルセロナ開催の総会で提案した UILI の戦略計画に係る、前

回会議から本日までの活動報告に触れた。 

過去 4 年間の会長在任中、ACIL 事務局によってもたらされた混乱から立て直すため様々なこ

とに挑戦し成功を収めてきたと述べた。2012～2013 年の１期目では自身の前職での業務があ

り、また、前 UILI 事務局が UILI の成長につながる活動にあまり協力的でなかった 1 年であっ

たのに対し、2014～2015 年の 2 期目では UILI のために多く時間を割くことができ、事務局メ

リッサとうまく連携をとれ、また、引き続き Labwing 社の協力によって UILI 運営管理に良い

成果を出せたものと思っていると述べた。 

CALIBA 事務所のインターネット環境に問題があったため、行動計画の概要報告は、メリッサ

が用意したプレジではなく、彼女が別途用意していた資料（スライド）を用いて発表された。

2014 年および 2015 年の活動報告は次の通り。 

会員: 

1. 世界数千事業所が登録されている分析事業所のデータベースを作成した。 

2. UILI の紹介と会員特典を英語とスペインで配信した。 

3. 新規入会の報告。  

 3 協会:  

o RELACRE （ポルトガル） 2012/13 

o IPAN （ナイジェリア） 

o CALIBA （アルゼンチン） 

 5 非協会事業所: 

o EKOSMYRNA 

o NESTEC 

o FRALS TESTING 

o MICROBIÓTICOS URUGUAY 

o MICROBIÓTICOS PARAGUAY 
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o MICROBIÓTICOS BRASIL 

o PA LABORATORIO DE AGUAS 

財務: 

 収入: 

1. UILI 会費により実収入が増加した 

2. UILI は LABMEETING 行事への協賛金として収入があった 

3. UILI は ILP による減益があった  

4. 債券の利率が下がった  

 支出: 

1. UILI は事務経費を削減した 

2. UILI は役員会運営費を削減した 

 財務管理 

1. UILI の正味残高が増加した 

2. UILI は口座情報を最新のものに更新した 

国際機関との活動: 

1. EUROLAB との間で MOU が締結された 

2. UILI 国際機関活動の機会が増えた 

 UILI - EUROLAB MOU: 

o ISO 17025 改訂に係る共通意見 

o 世界の分析事業所のデータベース作成 

 ISO / CASCO 

o ISO 17025 改訂に係る協会内 WG の設置 

o ジュネーブ開催の ISO WG44 へ UILI から 2 名の派遣 

   ILAC 

o UILI は ILAC 会員、および LLC 委員を継続 

内部組織: 

1. UILI は非協会会員から役員の候補者を出す 
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2. 役員は UILI WG へ積極的に参加している 

3. 17025、ILP、および UILI-EUROLAB WG が設置された 

4. UILI は正式な本部事務所がない  

UILI 内部組織: 

1. ウェブサイト 

2. ニュースレター 

3. ワーキンググループ 

4. ILP 

5. LABMEETING 

プレジによる報告はこちらへ 
https://prezi.com/njknoa3c8ih2/prezi-results-201415-term/ 

 
 

9.0 名誉財務担当松村徹博士からの報告 
 

名誉財務担当松村博士からの報告によると、2014 年の財務諸表は監査を受け、問題は見つか

らなかったとのこと。 

次いで、以下、会長より財務報告があった。: 

9.1 2013 年 12 月 31 日現在、および 2014 年 12 月 31 日現在の報告 
 

UILI 2013- 2014 

Budget (FINAL).xls
 

9.2 2016・2017 年予算および 2016・2017 年会費設定 

5 - UILI 2016-17  

MODIFIED.xls
 

 

予算は提議、承認された。 
 

2016・2017 年会費については議論が行われなかった。  
 
 

10.0 事務局長ルーク・ショルティス博士からの報告 
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事務局長ルーク・ショルティス博士は、2014-2015 年の自身の活動報告を発表した。発表資料

は UILI ウェブに掲載したとのこと。 
 

フェルナンデス博士はショルティス博士へ、活動へのお礼と、会長業務へのサポートにお礼

を述べた。 
 

11.0 UILI 役員会での非協会会員代表選出の報告 
 

非協会会員について、フェルナンデス博士は 2 名候補を挙げて全非協会会員へ配信し投票を

受け付けていると述べた。いくつかの事業所から回答があり、役員会の決定に従うとの内容

だった。 
 

フェルナンデス博士は、前日の役員会議で本件について議論し、総会にて規約の変更を提議、

承認を得、非協会会員代表について異なる地域からもう 1 名選出することを可能にしたい考

えであることを述べた。それからショルティス博士から本総会にて承認を得るための規約の

改訂案を説明するよう促した。  
 

ショルティス博士は規約条項 5.6 を挙げ、非協会会員代表に関する記述を読み上げ、「条項

5.6 役員会は、協会会員から最低 1 名と、正会員の代表１名で構成される」とある個所につい

て、役員からの改訂案で「条項 5.6 役員会は、協会会員から最低 1 名と、正会員の代表 2 名で

構成される」と述べた。 
 

ショルティス博士は本件を提議し、総会出席者一同これを承認した。 
   

承認を得た後、フェルナンデス博士は、役員会で選出された代表 2 名について以下の通り発

表した。: 
 

 ヤン・ソレス氏 – GEOS、ベルギー 

 アルフレド・モンテス・ニノ博士 – Microbióticos Group, Brazil, Paraguay and Uruguay 
 

総会において規約の改訂案が承認され、候補者 2 名の選出が認められた。 
 

12.0 第 25【訂正：26】回総会へ提議の新役員案  

 

フェルナンデス会長は新役員案を提案した。: 
 

 会長: ルーク・ショルティス博士（VRS、オランダ） 

 前会長: マナヘン・フェルナンデス（Ecosur、スペイン） 

 副会長: アルバロ・シルバ・リベイロ博士（RELACRE、ポルトガル）、ジ

ョルディ・オリバー・ロデス氏（AELI、スペイン） 

 事務局長: マリアンヌ・アデコ氏（IPAN、ナイジェリア） 

 財務担当: 松村徹博士（JEMCA、日本） 
 

これに反対意見はなく、提議、指示され、出席者により承認された。 
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フェルナンデス博士は新会長を始め新役員の就任を祝した。 
 

新任の会長、ショルティス博士は今回就任にあたり協力していただけたことへのお礼と、組

織運営の改善に尽くす準備ができていること、UILI は更なる成長に向け正しい方向性を持って

いること、UILI は現在の試験所業界の維持に努めること、会員に向けたサービス向上に努める

ことを挙げ、サービス向上に関して本日開催されるシンポジウムで考えを発表したいと述べ

た。 

 

更にショルティス博士は役員に対し、会長を含めまだ誰とも話していない件についてアジェ

ンダに追加したく、その許可を求めた。内容は、フェルナンデス博士の会長在職中の数年間

で彼は大変良く務め、組織の印象させも変えたその功績に、事務局長として、次回総会にて

名誉会員の称号を与えることを提案し、これを総会に提議した。 

 

提議は動議され、承認された。 

 

フェルナンデス博士はショルティス博士と出席者へ、UILI 会長を務めたことから大変な栄誉で

あったが、今回の更なる栄誉に、感謝を述べた。続けて、過去 24 年 UILI に携わって感じたの

は、UILI や AELI のような試験所協会に係ることが自身の試験所ビジネスに価値を与え、日頃

から感じるのは協会活動から試験所経営を学ぶことが多かった、また、多くの大切な友人を

得ることができたと述べた。また、国際機関が我々試験所に対し活動ルールを決めている今

日のグローバル社会で、協会はこれまで以上に経済界をこれら勢力から守る立場を強め、会

長在職中はその役割を果たすのに努めたと述べた。 

 

13.0 加入協会活動報告  
       

13.1 UILI-ILAC/IAF の UILI 代表松村徹博士からの報告 

13.2 UILI-ISO/CASCO の UILI 代表ギブ・マケンティ氏からの報告 
 

13.3 UILI-Eurolab ワーキンググループの UILI 代表アルバロ・シルバ博士から UILI-

Eurolab MOU に係る報告 

フェルナンデス博士は、受け取った文書類については本日の配布資料には入れていな

いが、ウェブに掲載予定であると述べた。明日以降、ワーキンググループを開くので、

興味のある会員は出席を歓迎することを加えた。 
 

13.4. ISO 17025 ワーキンググループ UILI 代表マリアンヌ・アデコ氏からの報告

（Skype による参加） 
 

フェルナンデス博士は、マリアンヌ・アデコ氏が UILI からの登録代表であることと、

会議には出席していないが Skype にて報告を行うことが説明された。その後 Skype が

接続されたマリアンヌによる報告がなされた。:  
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Inter American Accreditation Cooperation 

 

 

Date: August 25, 2017 22
nd

 IAAC General Assembly Resolutions Pages 16 of 16 

GA/2017/27 Next IAAC General Assembly and Executive Committee 

The General Assembly expresses its appreciation to the JANAAC of Jamaica for its kind 
invitation to host the 23rd General Assembly and its related meetings to be held in Montego 
Bay, Jamaica, from August 23-31, 2018. 

The General Assembly notes that ema of Mexico offered to host the 24th General Assembly 
in 2019. 

The General Assembly notes that OAA of Argentina offered to host the 49th Executive 
Committee in March 2018 and that the IAF-ILAC CMC-MCC meeting will also be held during 
this time. 

The General Assembly notes that Cgcre of Brazil offered to host the 51st Executive 
Committee meetings to be held in March 2019. 

 

GA/2017/27 Próxima Asamblea General y Comité Ejecutivo de IAAC 

La Asamblea General expresa su agradecimiento al JANAAC de Jamaica por su amable 
invitación de ofrecer la sede de la 23ª Asamblea General, a realizarse en Montego Bay, 
Jamaica, del 23-31 de agosto de 2018. 

La Asamblea General toma nota de que ema de Mexico ofreció ser sede de la 24ª Asamblea 
General en 2019. 

La Asamblea General toma nota que OAA de Argentina ofreció ser sede del 49o Comité 
Ejecutivo en marzo 2018 y que la reunion de IAF-ILAC CMC-MCC también se realizará 
durante este tiempo. 

La Asamblea General toma nota que Cgcre de Brasil ofreció ser sede del 51o Comité 
Ejecutivo en marzo 2019. 

 

GA/2017/28 Appreciation to ONAC of Colombia  

The Executive Committee extends it appreciation to Francisco Piedrahita, Ferney 
Chaparro, and to all of the staff at the Organismo Nacional de Acreditacion, of Colombia, 
(ONAC) for their hospitality and for the excellent organization of the 22 IAAC General 
Assembly meetings held in Bogota, Colombia, from August 19-25, 2017.   

 

GA/2017/28 Agradecimientos al ONAC de Colombia  

El Comité Ejecutivo agradece a Francisco Piedrahita, Ferney Chaparro, y a todo el 
personal del Organismo Nacional de Acreditación de Colombia, (ONAC), por su 
hospitalidad y por la excelente organización de las reuniones de la 22ª Asamblea 
General de IAAC realizada en Bogotá, Colombia, del 19 al 25 de agosto de 2017. 
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